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技術相談 

提供可能技術： 

・スイッチトキャパシタ回路を用いたＡ／Ｄ変換技術 

・容量型センサの信号処理回路 

・ 

 

 

研究内容：  

スイッチトキャパシタ回路とは 

 スイッチトキャパシタ(以下ＳＣと省略)回路とは、スイッチとキャパシタで構成された回路が抵抗と等価であり、これを用

いてフィルタが構成できることを示したことに始まる。アナログスイッチもキャパシタもＭＯＳＩＣ工程で製作すること可能

であり、モノリシックＩＣ化フィルタが実現できる。 

 

ＳＣ回路をＡ／Ｄ変換器、Ｄ／Ａ変換器に利用する 

 また、ＳＣ回路はアナログ量である電荷をスイッチのオン／オフでディジタル制御するアナログ／ディジタル混成回路

であるとも言える。そこに着目しＳＣ回路でＡ／Ｄ変換を実現する回路が提案された。つまり、ＳＣ回路の特性を活かして

Ａ／Ｄ変換あるいはＤ／Ａ変換に利用しようと言うアイディアがここには見られる。 

新しい変換方式により変換速度と精度を改善する 

二重積分型と電荷平衡型Ａ／Ｄ変換はともに積分型の変換法で高い精度が得られるが、変換時間はｎビットの変換

に２ｎクロックサイクルを要し、低速であった。そこで両変換法を組み合わせ、ｎビットのうち、上位ｍビットを電荷平衡型

で変換し、残りの下位ｋ＝ｎ－ｍビットをシングルスロープＡ／Ｄ変換することで変換速度が２（ｎ／２）－１倍となる。両変換法

の特徴である変換精度が高いことは失われず、また回路構成要素は共通な部分がほとんどであるので回路規模も大

きくならない。高い変換精度と変換速度とを同時に得ることができる。 

 

ＳＣ－Ａ／Ｄ変換器で容量値を測定する 

このＳＣ－Ａ／Ｄ変換器は未知電圧を既知の基準容量にサンプルし、蓄えられた電荷をＡ／Ｄ変換するものである。ここ

で容量値を未知の値Ｃｘであるとし、これに既知の基準電圧を充電し、その電荷をＡ／Ｄ変換すれば、容量測定回路が

実現できる。 

 

従来技術との優位性：モノリシックＩＣ化可能、アナログとディジタル回路の融合 

予想される応用分野：センサ信号処理回路への応用、センサと信号処理回路を一体化したインテリジェントセンサの実

現 

 

 

 

 

 

 

 提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

オシロスコープ（アナログ，ディジタル，岩通，アジレントなど）  

ファンクションジェネレータ（アジレント、テクトロニクスなど）  

  

  

  

 

 


